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タイトル	Comment by anonymous: MSゴシック。16ポイント。
―サブタイトル―


201?211???　　　北九　太郎	Comment by anonymous: 以下、日本語はMS明朝で10.5ポイント。	Comment by anonymous: 著者の学籍番号・氏名の部部分は、右寄せ。	Comment by anonymous: 数字と英数は原則としてcentury またはarial。
201?211???　　　北方　花子

目次	Comment by owner: ワードの「参考資料」の目次で作成する。
Ⅰ　○○○○
Ⅱ　○○○○
Ⅲ　○○○○
　1) 〇〇〇
　2) 〇〇〇
　3) 〇〇〇
Ⅳ　○○○○
参考文献・サイト

Ⅰ　○○○○

　ちまとしのはまちとりのしはまちとしりのはりしはまちとりのしはまちとりしまはちりとのしはまりちのとしまはりちのとしまはりちのとましはりちとのしまはりちとましはりちとましはりちまとしはりのまちとしりはまちとりしはまちり[footnoteRef:1]とのしは。	Comment by anonymous: 段落始まりは、一字ずらす。 [1:  まとのしはまちとしのは] 

　チリとの島はチリとの島はチリの豊島張りの地と島は理知とのしまはりちとのしまはりちのとしまはりのちとましはりのちとましはりちとま[footnoteRef:2]しはりのちとしはまちりとのしはちとりのしまはちりとしのはまちりとしはまちりとしはまちとしはま。	Comment by anonymous: 注は脚注にする。脚注のフォントサイズは10ポイント。 [2:  ちとのしまはちとのりしはまちとのしははまちのとしはまちとのりしはまとしはまとしまはとしまはとのしはま。] 


図1-1	Comment by anonymous: 図表番号は、節によって区分けする。Ⅱ節なら、「表2-?」など。	Comment by owner: ワードの「参考資料」の図表番号の挿入で作成する。

出所）〇〇（2016）、〇〇頁。	Comment by anonymous: 図表の下には、出所を必ず表記する。自分で作成した場合は、「･･････より作成。」と書く。

　ちとしのりはまとしりの、〇〇（2015）は次のように述べている。「とのしまはちりのとしまはちりとしはまりちとしはちとりのしは[footnoteRef:3]」。	Comment by anonymous: 引用の出所閉じは、脚注で。	Comment by anonymous: 「。」はカギカッコ閉じの後。 [3:  〇〇（2015）、〇〇頁。] 


（以下、同様）

参考文献・サイト	Comment by anonymous: 参考文献は、五十音順に表記する。

西岡慎一・馬場直彦（2004）「量的緩和下におけるマイナス金利取引: 円転コスト・マイナス化メカニズムに関する分析」『日本銀行ワーキングペーパーシリーズ』No. 04-J-10、 6月、1-24頁。	Comment by anonymous: 段落設定で、ぶら下げ一字（2行目以降が字下げになって、文献ごとに見やすくなる）。
（http://www.boj.or.jp/research/wps_rev/wps_2004/data/wp04j10.pdf、2011年8月30日アクセス）
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吉冨勝・Li-Gang LIU（2005）「アジアの経済統合と世界の新しい経常収支不均衡の解決―貿易構造と通貨調整のリンケージ―」経済産業研究所『Policy Analysis Paper』No.1、5月、1-26頁。
（http://www.rieti.go.jp/jp/publications/pap/05a001.pdf、2011年12月14日アクセス）
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